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開 会

○田島分科会長 皆様お揃いのようでございますし、定刻でもございますので、ただいまから第２回

食料・農業・農村政策審議会総合食料分科会を始めたいと思います。

委員の皆様方には年度末の大変お忙しいところを御出席いただきまして、ありがとうございます。

本日の委員の出席状況でございますが、５名の委員が欠席されておりますが、11名の委員が御出席

でございますので、食料・農業・農村政策審議会令第９条の規定によりまして、本分科会は成立をい

たしております。

総合食料局長挨拶

○田島分科会長 本日、総合食料局長がお見えになっておりますので、まず局長から御挨拶をお願い

申し上げます。

○西藤総合食料局長 今ほど会長からありましたように、委員の皆様、年度末で大変お忙しい中、当

分科会に御出席を賜りまして、心から御礼を申し上げたいと思います。

第１回目の分科会を月初めの３月１日に開催していただきまして、委員の構成といいますか、分科

会の構成について田島会長に従前の食品流通審議会に引き続き分科会会長をお引き受けいただく

等々、そして最近のめぐる状況について御説明させていただきましたが、本日は卸売市場法に基づく

中央卸売市場整備の基本方針及び整備計画について御検討、御意見を賜りたいということで、分科会

の開催をさせていただいております。

前回も若干説明させていただきましたが、この基本方針及び整備計画自体、市場法制定後、47年に

１次の方針ができておりまして、その後５年ごとに改定をしていただいておりまして、今度が第７次

の基本方針、整備計画となります。

一昨年の12月になりますが、従前の食品流通審議会、そして本日御出席いただいております馬場委

員を部会長とした卸売市場部会で御検討いただきまして、昨年末に「論点整理」ということで取りま

とめをいただき、御報告をいただいたものでございます 「論点整理」をもとに、関係者、当該事業。

者の御意見も聞いて、基本方針、整備計画として本日整理をさせていただいておりますので、よろし
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く御検討をお願いしたいと思います。

あわせて、これも前回お話しいたしましたが、食料品、特に生鮮食料品をめぐる流通の状況、供給

サイドの動き――昨今の状況ですと、輸入の増大という状況もございます。あるいは産地の変化もご

。 、 、 、 、ざいます そういう供給サイドの動き あるいは デフレといいますか すべて価格低落という状況

そして外資系流通資本が本格的に参入してくる中での競争の激化、あるいは消費動向にしましても、

我々はよく食の外部化、サービス化という言い方をしてきましたけれども、いろいろな生活変化の中

で、それも行き着くところへ行っているのかなというぐらい、消費の動向も変化をしてきている状況

にございます。そういう中で、我々は生鮮食料品流通をめぐるいろいろな課題を抱えていると思うわ

けですけれども、この機会でございますので、基本方針、整備計画の御論議の後に多少御意見をお聞

かせ願えれば大変ありがたいと思っております。

分科会開会に当たりまして一言御挨拶とさせていただきます。

なお、大変申しわけないのですけれども、私、本日はどうしても別用が入っておりまして、北原審

議官がずっと対応させていただきますけれども、途中で失礼をすること、あわせてお許しを願いたい

と思います。どうぞよろしくお願いします。

○田島分科会長 ありがとうございました。

配付資料確認等

○田島分科会長 本日の進行について御説明を申し上げますが、ただいまの局長の御挨拶にもござい

、 、 、 、ましたように 本日は卸売市場の基本方針 分科会の公開等につきまして御審議をいただき その後

食品流通についてのフリートーキングと申しましょうか、懇談をお願いしたいと、このように思って

おります。

それでは、議事に入ります前に、事務局から資料確認等々、お願いいたします。

○河田流通課長 資料の確認をさせていただきたいと思います。お手元に「配付資料一覧」がありま

すが、１の議事次第から12番の「最近の食品流通をめぐる現状について」まで12種類御用意させてい

ただいております。御確認いただきまして、欠落等がございましたら事務局までお申し出ください。

会長、よろしくお願いいたします。

卸売市場整備基本方針、中央卸売市場整備計画及び開設区域の変更について
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○田島分科会長 次に、本日の審議会におきましては、卸売市場整備基本方針、中央卸売市場整備計

画及び開設区域の変更につきまして農林水産大臣から諮問されることになっておりますので、この諮

問案につきまして御議論をいただきたいと思います。

それでは、卸売市場整備基本方針、中央卸売市場整備計画及び開設区域の変更につきまして審議を

お願いいたします。

最初に、卸売市場整備基本方針及び中央卸売市場整備計画並びに開設区域の変更についての諮問文

を卸売市場室長に朗読をしていただきたいと思います。よろしくどうぞ。

○井上卸売市場室長 諮問案件２件の朗読をさせていただきます。資料は資料３と資料４でございま

す。

まず資料３でございます。

1 2 総 合 第 1 0 3 6 号

平 成 1 3 年 ３ 月 2 6 日

食料・農業・農村政策審議会

会長 今村 奈良臣 殿

農林水産大臣 谷津 義男

平成22年度を目標年度とする卸売市場整備基本方針及び中央卸売市場

整備計画について（諮問）

標記について、卸売市場法（昭和46年法律第35号）第４条第３項及び第５条第３項の規定に基

づき、貴審議会の意見を求める。

次は資料４でございます。
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総 合第 号1 2 1 0 7 2

平成 1 3 年 ３ 月 2 6 日

食料・農業・農村政策審議会

会長 今村 奈良臣 殿

農林水産大臣 谷津 義男

中央卸売市場開設区域の変更について（諮問）

標記について、卸売市場法（昭和46年法律第35号）第７条第３項において準用する同条第２項

の規定に基づき、貴審議会の意見を求める。

なお、本日の諮問及び答申の手続につきましては、食料・農業・農村政策審議会議事規則第８条第

、「 、 」１項の規定によりまして 総合食料分科会の議決は 食料・農業・農村政策審議会の議決とみなす

とされております。

以上でございます。

○田島分科会長 ありがとうございました。

それでは、今般諮問のありました卸売市場整備基本方針案、中央卸売市場整備計画及び開設区域の

変更案の３件につきまして、卸売市場室長から御説明をお願いいたします。

○井上卸売市場室長 それでは説明をさせていただきます。資料はお手元に配付してあります資料５

から資料10でございます。

まず、資料５によりまして第７次卸売市場整備基本方針と第７次中央卸売市場整備計画の概要を説

明させていただきます。

卸売市場法におきましては、局長の挨拶にもございましたように、農林水産大臣は、概ね５年ごと

に卸売市場整備基本方針及び中央卸売市場整備計画を策定・公表し、これに基づき中央卸売市場等の

整備を推進することとされております。現行の第６次卸売市場整備基本方針等は平成８年３月に策

定・公表されており、概ね５年を経過しておりますので、約１年にわたる検討を受け、昨年12月25日

に食品流通審議会卸売市場部会において取りまとめていただきました「論点整理」をもとに、このた

びこれを一部見直し、初年度を平成13年度とし、目標年度を平成22年度とする第７次卸売市場整備基

本方針及び第７次中央卸売市場整備計画を策定・公表することとしたいと考えております。

内容でございます。

まず第７次卸売市場整備基本方針ですが、卸売市場法につきましては、昭和46年の卸売市場法制定
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後、新市場が順次開設され、現在では87の中央卸売市場と1,447の地方卸売市場が設けられるなど全

国的な配置が進展しております。このため、今後は、中核的な中央卸売市場の再整備、機能の拡充と

地方卸売市場の統合整備を基本といたしまして、卸売市場が我が国の食文化、生活文化を支える基幹

的流通機構という役割を果たし、生鮮食料品等の安定供給に貢献し得るよう、ＩＴの進展に対応した

情報化の推進のほか、生鮮食料品等の品質・安全性に対する消費者の関心への対応、原産地表示等の

徹底、食品廃棄物など環境問題への取り組み、売買取引における適切な価格形成、卸売市場に関する

情報の公開、卸売業者及び仲卸売業者の経営体質の改善等を図りながら、計画的に施設整備をするこ

ととしたいと考えております。

次に第７次中央卸売市場整備計画でございます。これにつきましては次ページの一覧表をごらんい

ただきたいと思います。

新設を予定しているものが二つございます。

まず新潟市新市場でございます。現在、新潟市には青果の中央卸売市場と水産物及び花きの地方卸

売市場がございますが、いずれも市街地にございまして分散立地しております。このため、新潟新市

場は設置場所を市街地から道路交通の便のよいところに移転するとともに、あわせて水産物及び花き

を取り扱っております地方卸売市場を統合し、青果・水産・花きを取り扱う総合市場として整備しよ

うとするものでございます。

次に、名古屋市南部（食肉）でございます。現在、名古屋市には食肉の中央卸売市場として高畑市

場がございます。この市場は、開設以来約40年を経過し、建物本体の老朽化が著しく、また周辺の宅

、 。地化が急速に進んだことから 名古屋市南方の港湾部に移転して整備しようとするものでございます

これら２市場の移転新設に伴いまして 「廃棄市場」の欄にありますとおり、新潟市及び名古屋市、

高畑を廃止したいと考えております。なお、佐世保市相浦市場は、青果の市場でございますが、これ

、 。は後ほど御説明いたします佐世保市干尽に機能を統合し 相浦市場自身は廃止する予定でございます

次は既設市場の整備でございまして、大規模な増改築事業を予定しておりますものが、ごらんのと

おり10市場ございます。大規模な増改築事業と申しますのは、市場の卸売場、冷蔵庫といった基幹施

設の延べ面積の２分の１以上あるいは２ha以上の増改築事業を行うものであります。10市場の詳しい

話は後ほど御説明いたしたいと思います。

そのほか、62の市場におきまして大規模な増改築工事に満たない一般的な増改築事業を行うことと

しております。市場の名称等につきましては後ほど御説明をさせていただきます。

一番下の項目は取扱品目を追加する市場でございます。花きの需要が一層増大することが見込まれ

ることから、福島市、千葉市、東京都世田谷におきまして花きを追加したいと考えております。加え
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て、新潟市につきましては、先ほど御説明いたしましたように総合市場化する観点から、花きととも

に水産物を追加することとしております。

なお、東京都築地市場につきましては、開設者であります東京都において移転整備の検討が行われ

ているところでありまして、まだ結論を得るに至っておりません。国といたしましては、今後の東京

都における検討の結果を踏まえて、整備計画における取り扱いを検討することとしたいと考えており

ます。

さらに、現行の第６次整備計画で新たに開設することとされていました青果及び水産のさいたま市

、 、 、場につきましては 埼玉県などの財政事情が厳しく 現時点では整備の方向が明確でないこと等から

今後これが明らかになった時点で国の整備計画における取り扱いを検討することとしたいと考えてお

ります。

それでは、第７次卸売市場整備基本方針の内容を説明させていただきます。資料は６と７でござい

ます。説明の便宜のため、資料７の新旧対照表を使って御説明させていただきます。

この表の見方でございますが、左側が現在の第６次のもの、右側が今回策定したいと考えておりま

す第７次のものでございまして、変更部分は下線を付しております。第６次と同文の場合は第７次の

案の欄に記載することを省略しておりますので、御注意願います。

まず第１ページでございます。冒頭の部分は方針における基本的な考え方を述べている部分でござ

います 「論点整理」におきましては 「卸売市場は、生鮮品流通の大宗を担っており、基幹的流通機。 、

構として大きな役割を果たしてきている。我が国の食生活は伝統的に生鮮品を重視する食文化を有し

ているが、卸売市場はこれを支えてきた」という位置づけが整理されておりますので、この趣旨をこ

この場所に追加したいと考えております。

次に第２ページ （５）でございます。ここは地方卸売市場について整理してある部分でございま、

して、現行の文章は規模の小さいものについては必要に応じ統合等による大型化を推進することとさ

れておりますが 「論点整理」におきましては、地方卸売市場は、経営の不安定なものが多いことか、

ら、関係事業者の経営の改善・安定を図るため、引き続き統合等を進める必要があるとされておりま

す。このため、その趣旨を踏まえて修文をしております。

次に、第３ページ、３の水産物産地市場でございます。水産庁におきましては、産地市場機能強化

対策検討会を設置され、水産物の産地市場の機能強化のための対策を検討されておりましたが、本年

２月に報告の取りまとめが行われており、産地市場関係事業者の経営安定化に配慮し、機能強化のた

め、市場の統合等を進める方向となっております。このため、その趣旨を踏まえて修文をしたいと考

えております。
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次に、第４ページ （３）でございます。現在の文章は多温度帯流通への対応のみの記述となって、

おりますが 「論点整理」におきましては 「生鮮食料品等の品質・安全性に対する消費者の関心が非、 、

、 」 。常に高まっているので 衛生管理施設や保冷施設を積極的に整備する必要がある とされております

このため、その趣旨を踏まえて修文をしたいと考えております。

（５）でございます。これはＩＴの進展に対応した情報化への対応について整理している部分でご

、 、 。ざいまして 現行では対応する部分がございませんので 新しく１項目起こしたいと考えております

内容といたしましては 「論点整理」の内容を踏まえて、ＬＡＮの整備のほか、ＩＴの進展に対応し、

た市場機能の強化等の旨を書き込みたいと考えております。

（５）の下の新しい番号（６）ですが、ここは小売形態の変化への対応を整理してある部分でござ

います。保管・加工・処理・配送施設の整備とともに 「論点整理」におきましては消費者ニーズに、

応える商品づくりのためのリテール・サポートなどの取り組みの重要性が指摘されておりますので、

その趣旨を追加したいと考えております。

５ページでございます。ここは、先ほど１項目追加した関係で（６）が（７）に変わっております

が、内容の変化はございません。

次に、第６ページでございます （３）は卸売市場における売買取引について整理してある部分で。

ございます。一昨年、卸売市場法の改正が行われまして、相対取引がせりと同様の位置づけに置かれ

、 。ますとともに 適切な価格形成を目指して取引結果の公表などの措置が設けられたところであります

また 「論点整理」におきましても、法律改正の効果を把握する等の取組を行う必要があるとされて、

おります。このため、現在の文章にあります円滑・確実な決済の確保ということだけでなく、適切な

価格形成を図るという趣旨を追加したいと考えております。

次に、第５でございます。現行の（５）は輸入品の取り扱いについて整理してある項目ですが、既

に一昨年の法律改正により、相対取引がせりと同様の位置づけに置かれ、かつては取引の例外とされ

ていた相対取引の範囲が拡大されるとともに、実態的にも卸売市場の場を利用した輸入品の取引が拡

大しております 「論点整理」にもございますように、今後は原産地表示の徹底等による公正な取引。

の推進が重要であると考えられますことから、その趣旨に修文をしたいと考えております。

第７ページでございます （２）は卸売業者の経営悪化への対応について整理してある部分でござ。

います。現行の文章では財務体質の改善とコストの低減について整理をされておりますが、行政につ

きましても第三者評価が行われておりますように、卸売業者の方々につきましても公認会計士などに

よる適時適切な経営評価の実施に努めることが必要であると考えられますので、その趣旨を追加して

おります。
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次に、８ページにつきましては特段の変更はございませんので、第９ページをお願いいたします。

３は環境問題への取り組みを整理してある部分でございまして 「論点整理」の趣旨を踏まえ、関係、

事業者の環境問題への取り組みを推進する旨の幅の広い表現に改めたいと考えております。

さらに、情報公開に関しましては、７を新たに１項目起こしたいと考えております 「論点整理」。

におきましては 「卸売市場法改正に伴い、取引結果の公表や卸売業者の財務についての公表が行わ、

れてきているが、広く消費者に対し、卸売市場の役割、生鮮食料品等に対する知識等について普及す

るため、卸売市場に関するさまざまな情報をインターネット等を活用し、幅広く公開・提供すること

が望ましい」という表現で整理されておりますので、その趣旨を踏まえまして、ここに書いてござい

ますように整理をしたいと考えております。

それから、一番下の別記１ですが、市場流通の見通しでございます。１ページめくっていただきま

して脚注の部分をごらん願いたいと思います。現在の見通しは、かつての農業基本法に基づく「農産

物の需要と生産の長期見通し」における需要量を基本的な数値とし、これに市場経由率の見通し等、

市場流通の関係指標を算定要素として推定していたものでございます。新しい第７次方針におきまし

ては、かつての農業基本法にかわりまして食料・農業・農村基本法が制定され、食料・農業・農村基

本計画が策定されましたので、そこにおける需要量を基本的な数値とし、これまでと同様の方法によ

って数値を計算しております。目標年度は５年伸びておりますが、数値としてはあまり大きな変動が

生じておりません。

次に、中央卸売市場整備計画の案について御説明いたします。資料は８と９でございます。説明の

便宜のため、概要をまとめてあります資料９によって説明をさせていただきます。

第１ページでございます。まず札幌市でございます。この市場は、開設以来約40年を経過し、建物

本体の老朽化が著しくなっております。また、この市場は鉄道輸送を基本とした施設配置となってい

るため、輸送形態がトラック輸送となった現在では狭隘化しております。このため大規模な増改築工

事を行うこととしており、平成10年度より着手しております工事を今後も継続して行いたいと考えて

おります。

福島市につきましては、先ほど御説明いたしましたように、花きの追加を予定しております。

一般増改築事業を予定していますのは、函館市以下、記載にあるとおりでございます。

次に、第２ページでございます。大規模増改築事業を予定しておりますのは、上から３番目の東京

都食肉市場でございます。この市場につきましては、施設の老朽化が進む中で、港区の品川駅東口再

開発地区整備計画との整合を図りながら、食肉の集荷・流通の拠点としての役割を果たすよう再整備

を行うことが求められております。このため大規模な増改築工事を行うこととしており、平成９年度



- 11 -

より着手しております工事を今後も継続して行いたいと考えております。

次は下から４番目の東京都世田谷市場でございます。現在、世田谷市場は青果を取り扱っておりま

すが、花きの需要の一層の増加が予想される中で、現在分散立地しております花きの五つの地方市場

を統合することにより、花き部分を併設し、より効率的で利便性の高い総合市場として再整備したい

。 、 、と考えております このため 平成９年度から着手しております大規模な増改築工事を今後も継続し

平成13年度中の完成を目指したいと考えております。

一般増改築事業を予定しておりますのは、千葉市以下、記載のあるとおりでございます。なお、千

葉市につきましては、先ほど御説明いたしましたように、花きの追加を予定しております。

次に、第３ページでございます。場所を移転しての新設を下から４番目の新潟市で予定しておりま

して、その内容は先ほど御説明させていただいたとおりでございます。

一般増改築事業は、川崎市以下、記載のあるとおりでございます。

次に、第４ページでございます。場所を移転しての新設を上から４番目の名古屋市中央卸売市場南

部地区で予定しておりまして、その内容は先ほど御説明したとおりでございます。

大規模増改築事業はこのページでは４カ所予定しております。まず上から２番目の名古屋市本場で

ございます。この市場は、開設以来約50年を経過し、建物本体の老朽化が著しくなっております。ま

た、広域流通の拠点として市場の機能を高度化することが求められております。このため、大規模な

増改築事業を行うこととしており、平成３年度から着手しております工事を今後も継続していきたい

と考えております。

次に、下から５番目の大阪市本場でございます。この市場は、生鮮食品流通の中核として大阪市を

中心とする広域における安定供給に役立ってまいりましたが、開設以来約70年を経過し、主要施設の

老朽化、狭隘化が著しくなっております。このため、抜本的な再整備を実施することとし、既に着手

しております工事を継続し、平成15年の完成を目指しております。

次に、その下の大阪市東部市場でございます。この市場も、卸売場や冷蔵庫施設などの老朽化が著

しい上に、輸送トラックの大型化に対応しにくいこと等から、現在の流通形態に対応した抜本的な整

備を図ることが必要になっております。このため大規模な増改築事業を行うこととしており、財政的

な面も考慮し、先ほど御説明いたしました大阪市本場の工事が完成次第、こちらの工事に着手する予

定でございます。

次に、一番下の神戸市本場でございます。この市場は、市道の高松線を挟んで東と西に施設が分か

、 。れる構造となっており 搬入から搬出までの商品の流通の効率化を図ることが必要となっております

このため、東側に用地を確保し、そこに西側施設を移転することを含む大規模な増改築工事を開始す
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ることとしております。

一般増改築事業を予定していますのは、岐阜市以下、記載のあるとおりでございます。

次に、第５ページでございます。このページには大規模増改築事業を予定しているものはございま

せん。一般増改築事業を予定しておりますのは、神戸市以下、記載のとおりでございます。

次に、第６ページでございます。このページは大規模増改築事業を予定しているところが３カ所ご

ざいます。

まず、上から４番目の高知市でございます。この市場は、敷地面積が非常に狭いため、施設の立体

化等による再整備を行うことが必要になっております。このため、平成７年より大規模な増改築工事

を実施しており、今後も継続して行うこととしたいと考えております。

次に、下から５番目の福岡市（鮮魚）でございます。この市場は開設以来45年が経過し、立地の性

格上、塩分及び潮風による卸売場など基幹施設の老朽化が著しく進行しております。また、開設当時

搬出入の主力でありました船舶・貨車からトラック輸送へと輸送手段が変化しております。このため

平成５年より大規模な増改築工事を実施しておりまして、今後も継続して行うこととしたいと考えて

おります。

次に、一番下の佐世保市干尽でございます。この市場は開設以来約40年を経過し、老朽化が著しく

なっております。また、敷地が極めて狭隘な上、敷地の一部が西九州自動車道の用地となる予定であ

るため、高層化等によって効率化を行うことが必要になっております。このため、今後、大規模な増

改築工事を行うこととしております。また、佐世保市には青果の市場としてほかに相浦市場がござい

ますが、これを干尽に統合することとしており、このため相浦市場は廃止することとしております。

一般増改築事業につきましては、松山市以下、記載のあるとおりでございます。

最後に、７ページでございます。一番上の佐世保市中央卸売市場相浦青果市場につきましては、先

ほど御説明したとおりの経緯によって廃止することとしております。

このほか、一般増改築事業につきましては、大分市以下、記載のあるとおりでございます。

以上が整備計画でございまして、最後に開設区域の変更について御説明をいたします。資料10でご

ざいます。

卸売市場法におきましては、中央卸売市場を開設する都市等を開設区域として指定することとなっ

ており、この区域を指定しようとする際には本審議会に意見を聞くこととされております。今回お諮

りいたします案件は２件でございます。

まず、盛岡市中央売市場でございます。これは、新市場の移転先が盛岡市とそれに隣接している矢

巾町にまたがりますので、開設区域を記載のとおり変更したいと考えております。
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次に、現在の大宮市食肉市場につきましては、大宮市に隣接しております浦和市、与野市と合併い

たしまして、今年の５月から、ひらがなで標記される「さいたま市」に変更されますので、開設区域

を記載のとおり変更したいと考えております。

以上でございます。何とぞよろしく御審議をお願いいたします。

○田島分科会長 ありがとうございました。

委員のうち今日初めて御出席の方もおられますので、事務局からどうぞ。

○岡島食料政策課長 大変失礼いたしました。前回御欠席されました橋本臨時委員が本日御出席いた

だいていますので、御紹介申し上げます。

橋本委員でいらっしゃいます。

○橋本臨時委員 橋本でございます。よろしくお願いいたします。

○田島分科会長 ありがとうございました。

では、以上、事務局から御説明のございました資料につきまして総括的に御意見を承りたいわけで

ございます。なお 「論点整理」という形で旧審議会において一応の議論は尽くしてございまして、、

その「論点整理」を第７次整備方針に入れ込んであるわけでございますが、そこら辺がよろしいかど

うかということが御議論の中心になろうかと思います。どうぞ御自由に御発言をいただければありが

たいと思います。

○藤原臨時委員 去年、大変多岐にわたって、何回も部会を開いたり審議会を開いたりして「論点整

理」をまとめ上げたということで、私は非常によくできているのではないかと思いますし、この辺に

ついて賛成したいと思っています。その辺は馬場さんに聞くのが一番早いのではないかと思っている

のですが。

○田島分科会長 馬場委員、他の委員からの御指名でございますが、いかがでございますか。

○馬場臨時委員 たびたびお話が出ているので恐縮しておりますけれども、昨年１年かけて皆さんの

いろいろな御意見を伺って、先般、報告をまとめた立場から言いますと、今回の第７次という一定の

10年間の中で主要な論点は盛り込まれていると思っております。私は取りまとめの立場でございます

ので、個別についてどうこう申し上げる立場ではないと思いますけれども、全体としてはこの基本方

針及び整備計画について賛意を表したいと思っています。

○田島分科会長 ありがとうございました。

ほかにいかがでございましょうか。

私の感想を申しますと、これから将来起こってくるいろいろな問題、民間では現実に今起こってい

るわけでありますが、例えば情報化・ＩＴ化の進展に伴う食品流通の変化、あるいはリテールサポー
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トの問題、サプライチェーン・マネジメントの問題など、そういう新しい問題がかなり織り込まれて

おりまして、政府のペーパーとしては比較的珍しいのではないかと思っております。これで５年ぐら

いもちそうだなと。(笑） えらく妙なことを申して恐縮ですが、非常に新しい紙だというふうに思い

ます。

どうぞ。

○島貫臨時委員 中央卸売市場の中に身を置く者として、そういう言葉が非常に目新しく映ります。

それだけ課題も多いのかなという実感がございます。ただ、御苦労なさって論点整理された部分の大

まかなところがきちんと盛り込まれていまして、私自身は非常に重い課題を背負ったなという印象は

受けていますけれども、今後、努力してやっていきたいと考えております。

○田島分科会長 ありがとうございました。

今後いろいろなシステムの間の競争が激しくなってまいりますし、既存のシステムが新しい条件の

下で今までと同じ運営では済まなくなっていく、そんな状況が日に日に加速してまいりますので、当

、 。事者及び行政はなかなか大変だと思いますけれども ひとつよろしくお願い申し上げたいと思います

では、本日お示しいただきました諮問案につきましては、概ね妥当と認めてよろしゅうございます

でしょうか。

〔 異議なし」の声あり〕「

○田島分科会長 ありがとうございました。御異議がないようですので、そのようにさせていただき

ます。

以上の答申の手続及び文書につきましては、僭越ですが、私にお任せいただければ大変ありがたい

と思います。

では、これをもちまして卸売市場整備基本方針、中央卸売市場整備計画及び開設区域の変更につい

ての審議を終了いたします。

分科会の運営について

○田島分科会長 それでは、議事次第に従いまして進めさせていただきます。

、 、前回御相談いたしました分科会の公開の問題でございますが 本審議会の方で結論が出ましたので

事務局から御報告をお願いいたします。

○岡島食料政策課長 それでは、お手元の資料11をごらんいただきたいと思います。

前回３月１日の総合食料分科会におきましては、上・下二つありますが、下の方 「旧」というこ、
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とで会議の公開について御議論いただきました。第３条２項をごらんいただきたいのですが 「会議、

、 、 。」は非公開とし 会議の運営に支障がないと認める範囲内で 議事録を一般の閲覧に供するものとする

として、当分科会においては名前をつけて議事録を公開するということで結論をいただきましたが、

その際、部会長からもお話しいただきましたように、この点につきましては本審議会の方で議論がご

ざいますので、その結論を待ってということになっていたかと思います。

その結論が上の方にございます。第３条第２項ですが 「会議は公開とする 」ということで公開が、 。

原則となりました。ただし、公開することによって支障がある場合には 「会長は、会議を非公開と、

することができる 」ということになっております。。

また、第４条ですが 「議事録は、一般の閲覧に供するものとする 」こととし、ただし、支障があ、 。

ると認める場合には「議事要旨を一般の閲覧に供するものとすることができる」ということになりま

した。これは、３月21日に開かれました第２回食料・農業・農村政策審議会においてこういう結論が

出たところでございます。

なお、この議事規則自体は、４月１日、来年度から施行されることになっております。そういうこ

とで、今回の総合食料分科会の運営につきましては、先般３月１日にお諮りし、お決めいただきまし

、 、 。たように 会議自体は非公開 ただし議事録については名前をつけて公開することとなっております

資料11の２ページ以下は、新しく４月１日から適用になります議事規則、それから公開の際の運用

的な取り扱いについて記載したものでございます。

以上でございます。

○田島分科会長 ありがとうございました。

それでは、本審議会と同様に、４月１日以降、総合食料分科会についても原則公開ということで進

めさせていただきます。

フリートーキング

○田島分科会長 続きまして、冒頭申し上げましたように、懇談と申しますか、フリートーキングに

移らせていただきます。

最近の食品流通関係の諸情勢につきまして事務局で若干の資料を用意していただいておりますの

で、御説明をお願いしたいと思います。よろしくどうぞ。

○河田流通課長 資料12 「最近の食品流通をめぐる現状について」ということで、まさに若干であ、

りますが、用意させていただいておりますので、御説明いたします。
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まず１ページですが、総論的に消費者がどういうところから生鮮食品を買っているかという一覧表

であります。見ていただくとわかるように、一般小売店がダウンして、スーパーが伸びてきている。

そして、最近のスーパーを見ると、大体６割ぐらい、物によって、例えば肉については７割ぐらいも

ありますが、いずれにしろ、そういうことであります。大きな動きとしてのスーパーと小売の関係が

おわかりになろうかと思います。

次のページは流通業の動向であります。これは売上と連動するのが当たり前と言えば当たり前であ

りますけれども、卸売業の方は、小規模、個人経営の業者を中心に業者数、販売額ともに減少してい

ます。小売業の方は、業者数は減少しておりますけれども、販売額はほぼ横ばいであることが表の下

から２段目あたりを見ていただければおわかりになろうかと思います。

３ページをごらんいただきますと、小売業の業態別店舗数の推移の表がございます。これも１ペー

ジと関連すると思いますが、食料の専門店の減少が著しい。また食料品中心店の減少も著しい。そし

て、下から２番目の食料品スーパーが徐々に増えている。また、コンビニエンス・ストアは伸びてお

ります。ただ、最近、新聞報道等にもありますように、コンビニ自体も苦労されているということは

御承知のことかと思います。

４ページは市場の経由率です。これは先生方には見慣れている表だと思いますけれども、青果、食

肉は年度を経るごとに徐々に減ってきていたのですが、最近は踊り場といいますか、７年と10年を比

べていただきますと横ばいないし上向きということです。これが、このまま上向きが続くのか、ある

いはダウンする前の踊り場なのか、その辺のところはまだ分析し切っていませんが、逆に言うと、市

場の魅力を高くして、この上昇の動きを我々としては支援していきたいと思っているところでありま

す。

５ページは流通コストの状況です。この辺が最近よく話題に出ます。要は流通経費が高いではない

かということでありますが、平成12年３月の食品産業センターの「日米流通マージン比較調査」によ

りますと、上の表になりますが、アメリカと日本を比べると、野菜については生産者受取額がアメリ

カよりも低くないことがおわかりになろうかと思います。例えばレタスでは、100のうち、日本の場

合には生産者段階で34.5％ アメリカでは20.7％ タマネギで言えば日本で31.9％ アメリカで23.6％、 、 、

となっています。一方、流通経費については、100引く幾らということになりますけれども、比率で

はアメリカの方が高い。ただ、物そのものの値段が違います。それが下の表になりますが、金額から

言えば全然違うということがおわかりになろうかと思います。この辺のところはなかなか難しい議論

がありますけれども、決して日本の生産者の受取額がアメリカに比べて低いことはない、また流通経

費自体もアメリカに比べて高いわけではないということがおわかりになろうかと思います。
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６ページから12ページまでは新聞記事でありまして、これは見ていただければよろしいかと思いま

す。いろいろ話題になっている外資の進出の話とか、最近のデフレ傾向を反映した物価下落の話、ま

た効率化という意味ではＩＴを中心にした情報化、そしてサプライチェーン・マネジメントなど、議

論の素材として幾つか用意させていただきましたので、ごらんになっていただければと思います。

非常に雑駁でありますが、説明を終わらせていただきます。

○田島分科会長 まさにフリートーキングという形になるわけでございますが、そうはいっても最初

に何か糸口を見つけなければいけないものですから、初めて御出席の橋本委員、御準備のないところ

で恐縮でございますが、最近の小売業における食品の販売動向、あるいは小売業からごらんになった

消費者の消費動向などについてのお話をいただいて、その後皆さんのお話を進めたいと思います。

○橋本臨時委員 私は田島先生の生徒でございますので、本当の先生に御指名いただいたわけでござ

います。

スーパー、小売業、量販店という食料品を売っているところが今どのようになっているかというの

は皆さん御承知のとおりで、私が所属しております西友もその例外ではございませんが、要は、店舗

面積が増えて単価が下落しているので売上は頭打ちということで、既存店ベースではマイナスという

状況だと思います。私のところは、コンビニエンス・ストアは本体の再建のためによそさまに買って

いただきましたので、今は自分のところのグループではございません。ただ、一緒にやっていた方が

おりまして、そういう業界のことも話をするわけですけれども、コンビニエンスも売上自体は御承知

、 。のように既存はずっと割れているということですけれども 食料の方はもっと割れていると思います

食料品よりも他のものが増えてきていて、それの既存で見ておりますが、私どもの方は食料品はかな

り割れてきている。

理由は幾つかあると思います。今までスーパー・マーケットがいろいろ規制を受けていたというこ

ともあると思いますけれども、早朝もやるようになりましたし、時間延長もやるようになってきた、

お店も増えてきたということで、お客様は全体としてスーパーマーケットのところが増えてきている

のではないかという状況です。いずれにしましても既存店をクリアしているスーパー・マーケットが

非常に少ないということで、前年の食料品を見ていますと、大手ではほとんどなかったのではないか

と思います。衣料品や家庭用品はもっと厳しい状態ですが、中でも食品は安定していると言われまし

ても、そういう状況だということです。

それから、全体的なことでは、輸入品のことがいろいろ出るわけですけれども、私ども実務をやっ

ている人間としては、輸入とか国産という区別はほとんどしていないといいますか、日常に仕事がな

されているという状況だと思います。私どものところでも、ある一定の価格以上になったらアメリカ
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から商品が入ってくるし、ある一定の価格以下になれば自動的にストップする。極端に言いますと、

青果物では、単価でいきまして３分の１ぐらいになったら自動的にアメリカから入ってくるというよ

うに、自動的に入ってくるような仕組みをつくっております。それから、近くの韓国や中国について

は、ほとんど日本と変わらないぐらいの感じではないかと思います。

ただ、私どもがそういうことをしたいということではなくて、個人の考えと私どもが会社で仕事を

している考えと二つあるわけです。私はかねがね食料の自給問題などについて日本ほど無防備なとこ

ろはないと思っていますので、何とか上がっていけばいいと思いますけれども、実際の仕事上では、

そういうことは関係なく、経済の原則に任せてやっている。

では、お客様はどのように考えているのかといいますと、一般的にも言われますけれども、国産に

はプレミアがついていると思います。国産の方が輸入よりよい商品であると。そういう保証は全然な

いわけですし、私はそう思っていませんけれども、国産品の方が安全だと思っていらっしゃるお客さ

んが非常に多い。

ちなみに、私は長く生鮮のことをやっておりまして、入社以来ついこの間までやってきたと言って

もいいと思うのですけれども、私自身は、20年ぐらい前から、水産物はいろいろな問題があるのです

けれども、特に青果物などは地域生産・地域流通ということがお客様にとって非常に魅力的なものに

なると思っていまして、特に都市近郊における農業などのあり方といいますか、1,500坪とか2,000坪

で都市近郊で農家の人が次の世代も食べていけるようにならないかという取り組みをしたことがある

わけですが、今もそのことを続けております。最近は大手スーパーが地元野菜や近郷野菜ということ

を始めておりますし、これからもそういうことが増えてくるだろう。そういう意味で、私は都市近郊

の農家は将来性があると思っています。

それから、先ほど市場のことが出ておりました。今回、卸売市場室長さんがいらしてお話をいただ

いたわけですけれども、スーパーなんかは独自に輸入をしたりしているのではないかということがあ

るわけです。しかし、卸売市場があってこそ、できるわけです。私は、これをＮＢとＰＢだと。我々

、 、はプライベート・ブランドというものを出しますけれども ＮＢがなければＰＢは出てこないわけで

。 、 、 、そういう関係にある だから 卸売市場は非常に大事であるということで これからも頼りにするし

頼りにされるでしょうと。

ですから、ほかのところで違うことをおっしゃる方がいるかもしれないけれども、私は非常に大事

なことだと思っています。ただ、いろいろなことがありまして、その運用自体とかソフトの面につい

ては申し上げたいことがたくさんあるわけですけれども、非常に大事なことだと思います。私ども、

中国とか、ベトナムにも、あけたくないのですけれども、約束でスーパーマーケットをあけたわけで



- 19 -

すけれども、そんなことをやるのだったら、まず卸売市場の整備を先にやられたらいいのではないで

すかと思うぐらい、今日審議されたことは大事なことだと思っています。

今話題になっていることをざらっと申し上げましたが、そういうことで現状の御報告とさせていた

だきます。以上でございます。

○田島分科会長 ありがとうございました。

今日御説明いただいた報告書以外に生情報を二、三集めてからフリーディスカッションという意味

で、次は横川委員に外食産業の状況を御紹介いただければと思います。

○横川臨時委員 外食一般のお話は、私、今日は資料も持っておりませんし、立場上、正確にお話が

できるかどうか、わかりません。ただ、資料の最後の方に私どもの会社でやっておりますＢtoＢの取

引に関する記事が出ておりますので、そのことについて少し御報告をしたいと思います。半年ほどや

ってみて、どういう結果が出ているか、あるいは何が問題でこれからどうなるだろうかということに

ついてお話を申し上げたいと思います。

インターネットを通じて商品の取引をするということは、私どもの業界ではほとんどまだ具体的に

行われておりません。かなり先行して実験を兼ねながら始めているわけでございますが、現在、私ど

、 。ものホームページを開きますと その中にＢtoＢに関する情報をクリックする場所が出てまいります

そこをクリックしますと、誰もが私どものＢtoＢの取引の方法がわかるようになっております。そし

て、そこに今度は会員になる手続というのがありまして、取引に参加していただく方は会員になって

いただくという仕組みになっております。

現在の会員は、もちろん法人も個人もありまして、これになるのは別に取引業者になっていただか

なくても構わないわけです。もちろん情報が欲しいために個人的に会員になっている方もいるようで

す。その中に取引は新規の方が半分以上になっております。つまり、従来全く取引のなかった方が半

分以上参加をしてきております。

私どもは八つのセントラルキッチンないし工場を持っておりまして、その工場へ納めてもらうとい

う前提で行いますので、ある程度地域別に取引業者をお願いしているわけですが、それぞれがいろい

ろな品目と納入していただく事情を持っている関係で、現在、ほぼ毎日、品目別にオークションが行

われております。ですから、業者の皆さんは、私どものどの工場に何をいつ納めたいという考え方の

もとに私どもの情報に対してアプローチをしてこられるという仕組みになっております。当然、スペ

ックがわかるわけです。つまり、どういう条件で品物を納めてほしいかというスペックが出てくるわ

けですし、それがなければできないわけですので、食材であれば私どもがどういう食材を求めている

かということがわかるようになっておりますので、かなりオープンになってくるわけです。
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いろいろ試行錯誤したのですが、どこの誰が落としたかということは伏せております。最初ちょっ

とオープンにした時期がありましたけれども、いろいろ問題が出てまいりますので、誰が落としたか

はわからないようにしてありますが、価格ははっきりと最終的に幾らで落ちましたということが明ら

かになります。それでも業界はそう広くありませんので、あそこがやったらしいというようなことは

暗黙のうちにわかるようです。

それから先ですが、例えば卵なら卵の落札者が決まりまして、直ちに取引が始まるわけではありま

せん。私どもの品質ないしは安全というチェックを経ないと取引はできないわけですので、物によっ

ては何週間も、あるいはかなり長い期間決定しないということで、もちろんそれを見込んで早目に次

回の落札を始めていくわけです。物によって違いますけれども、３カ月とか半年とか、場合によって

は１年という契約に基づいて入れていただく。その期間が来ますと、またもう一度同じことを繰り返

します。ですから、決して１回で保証されるわけではありませんので、常に競争が行われていくこと

になります。

一番心配をしておりました乱売とか異常な価格を出すようなことはだんだんなくなってまいりま

す。それは、当然のことながら、永久に取引をしてもらえるのだと、最初に安く出して後はだんだん

上げていくとか、いろいろな事情をつけていくという方法がありますけれども、それはできないわけ

ですから、やはりリーズナブルな価格を自分たちが利益を持って取り組まなければいけないことにな

りますので、価格の秩序を破壊するようなことは起こっておりません。ただし、価格はかなり下がっ

てきております。これが競争の結果だろうと思いますし、思いがけないところから思いがけない価格

、 。のものが出てきて 調べてみたら品質も全く問題がないというふうなことが現実に起こっております

今、課題は何かと申しますと、海外からの応募がまだ行われておりませんけれども、それが行われ

るようになったらどう対応するのかという事柄が未知数の問題になっております。

それから、産地へ私どもが出かけていって、農協さんあたりとタイアップをしながら、例えばお米

や特定の野菜について私どものスペックに基づいて種から育成して納めてもらうような性質のもの

は、性質上これには載せられませんので別になっていますが、これも聖域で残していくようなことに

はならないと思いますので、私どもとすれば基本的には将来ほとんどすべてがこういう形になってい

く可能性があるというふうに今のところ判断をしております。

多くの皆さんがこれを見ておりますから、うちもやろうかなというような動きがどう出るか、まだ

わかりませんけれども、初期投資がちょっとかかりますので、直ちに皆さんにガーンと普及するよう

、 、なことにはならないかと思いますが 今まで半年ぐらいの中で私どもが体験している現実を見ますと

後ろへ下がる必要は全くないのではないかと思っております。
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最後に申し上げたいと思いますのは、生産地の方々から一体外食は何をどのように欲しがっている

のかということは、これを見ていただくだけでかなりはっきりわかるわけです。国産品を使うか使わ

ないかという問題も、先ほどお話がありましたように現場の人たちは別に輸入とか国産ということは

全く考えていなくて、よい物が安く買えれば、それは消費者のためだという見方でやっています。国

産を使う、近郊のものを使いたいという消費者の希望は十分ありますし、また、そのことも大事なこ

とだと思っておりますが、要はこちらの欲しいものを、欲しい価格、欲しい品質でどうやって納めて

いただくかということにかかっているのではないかと思います。

以上でございます。

○田島分科会長 大変生々しいお話をちょうだいいたしました。まさに情報化社会が進展していて、

ＢtoＢという形で取引の仕組みが変わっているということを実感させられるわけであります。

お二方から素材を提供していただきましたので、先ほど役所の方から御説明いただきました資料と

あわせて、どうぞフリーに御議論をいただければありがたいと思います。この後は格別司会をいたし

ませんので。

○藤原臨時委員 私どもの地元で起きているいろいろな問題があります。私も勉強不足で断定はでき

ませんけれども、輸入品がたくさん増えて、消費者の口に入るものも70％ぐらいが輸入品で賄われて

いると思います。そういう中で、食品の安全性の問題も含めて、食品にかかわる流通を進める中で、

それぞれどういう感じで水際での検査をされて安全性を確認しているのか。これは恐らく厚生労働省

と農水省の横の連帯感の中で生まれてくると思うわけですけれども、その辺を一つ。

それから、最近になって突然、対中国への水産食品の輸出に関わって 「衛生証明書の発行につい、

て」という公文書が舞い込んできたわけです。今まで対米の輸出についてはＨＡＣＣＰを重点として

認定されたものであればということで、そういう面については地元の保健所が作業を進めていたので

すけれども、今回、対中国については口上書交換等によって国と国で責任を負ってくれということで

す。地方厚生局が全国に７カ所あるのですね。北海道の場合、水産庁の事業でサケの放流事業などを

どんどん行って、回帰してくると、それらは今ほとんど中国向けに輸出するわけですけれども、その

検査機能といいますか、証明書の発行が、今までは保健所で取り扱っていたものが、今度は札幌の地

方厚生局を通しなさいよと。ただ、そこに検査員が何人いるのかと聞くと、１人か２人ぐらいらしい

です。それでこういう大きな事業ができるものか。これも厚生労働省と農水省の横の連携が……。こ

れは市場の活性化につながることなんですよ。食品流通すべてがこういう流れになりますと、輸出先

も一つの大きな問題ですからね。お聞きしたいのはこの２点です。私ども、この間も国の方にちょっ

と連絡してごらんと言いますと、地方保健所とか、そういうところは口を出さないでほしい、国の問
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題ですからと、こう言われているらしいです。そういうことがまかり通る世界かと怒っているのです

けれども、その辺、ちょっとお聞きしたい。これは特別の集まりですからあれですけれども、なかな

か難しい問題だから、ちょっと説明していただければと思います。

○秋谷臨時委員 関連して発言させていただきたいと思います。

実は私、夕べ遅くアメリカから帰ってきたのですが、この金曜・土曜のアメリカの新聞・テレビの

トップは、狂牛病がアメリカでも発生したということです。それも羊だということですけれども、東

海岸の北の方でかなり殺していると、こういう話です。今のお話とも関連があるわけですけれども、

、 、 、 、 。生鮮品ばかりではなくて 加工した商品でも 例えばオリーブが 一時 ブームのように増えました

我々はたまたまメーカーの立場ですけれども、我々の手を通って品質保証をしたものと流通の方が直

接店頭に入れてくるものとがありまして、実際に細かく日本の国産の油レベルでチェックしますと、

とても流通に回せないものが幾つかありました。

我々の業界の中では、直接業界会員でない方々の入れたものでも一通りチェックしていただくよう

な形で、検査協会がありまして、そこでつぶさに見て、指摘していますので、今、市場に出ているも

のはほとんど我々の基準に合ったものだとは思っておりますけれども、かつてワインでも同じような

ことがありましたので、そういう品質保証と消費者の御希望あるいは流通の御希望と加工、直接生産

する方々の間に若干ギャップがあるわけです。そこが行政のお仕事の大事なところではないかと思う

のですけれども、その辺も関連して御説明いただけたらありがたいと思います。

○田島分科会長 出る方と入れる方、両方の検疫体制の話で、大変難しいことですが、まずは卸売市

場室長の方で何か関連したお話がございましたら伺って、後ほどこちらの方からお願いします。

○井上卸売市場室長 安全性等に関する国の仕事についての御質問がございましたが、食品の安全性

等に関しては二つの観点がございます。一つは人に対する安全性の問題、農産物・食品から人に対し

、 、 、てどういう影響があるのかという問題で もう一つは農産物から農産物 あるいは畜産物から畜産物

動植物の検疫の問題がございます。大きく分けてこの二つの問題があろうかと思います。第１番目の

人への影響につきましては厚生省が所管して処理することになっております。２番目の動植物の検疫

につきましては、農林水産省に担当部局がございまして、それぞれの港や飛行場で十分なチェックを

しているところでございます。狂牛病等についてのお話もございましたけれども、それは動物検疫の

範疇といたしまして農林水産省の中の組織が責任を持って対応をしております。

第２番目の問題として、輸入ではなく輸出の問題についてのお話がございました。中国に水産物を

輸出する際に検疫の証明が必要になるということに関して、迅速な対応ができていないではないかと

いう趣旨の御質問だと理解しておりますが、この問題につきましては、人の健康に関する視点のチェ



- 23 -

ックだというふうに思われますので、水産庁とも連絡をとりながら、厚生労働省に御指摘の旨を伝達

していきたいと考えております。

以上でございます。

○田島分科会長 ありがとうございました。

そちらから何かございますか。

○岡島食料政策課長 あまり追加して申し上げることはないのですが、狂牛病がアメリカで発生した

という話は、私、今の時点で存じ上げておりませんが、狂牛病の話、それから今は口蹄疫も含めてヨ

ーロッパで非常に大騒ぎになっておりますが、先ほどの御説明のとおり、動物由来のものについては

農林水産省の所管になっておりますので、これはかなり迅速な対応をとっております。

狂牛病そのものではなくて口蹄疫の話になりますが、今、ＥＵ、ヨーロッパ諸国で発生していまし

て、それに関連するところは緊急に輸入を暫定的に全部ストップさせます。そこが完全に大丈夫だと

いうことがわかったところでまた再開するということをやっておりますが、実はＥＵの中で相当やっ

ているということであったにもかかわらず、金曜日の段階でオランダとそれ以外の国からも発見され

たという情報が入りまして、金曜日の夜、緊急的な記者会見をしたのですが、農林水産省において緊

急の輸入停止措置をとったところでございます。いずれにしましても、狂牛病の話、口蹄疫の話、そ

の他食品としての安全性等につきましては、日本の畜産への影響も大きいものですから、本当に最大

限、できる限りの迅速な措置をとっているところでございます。

それから、食品の安全性については、井上室長から御説明があったとおりですが、これは一番大事

な話だと思っておりますので、私どもも、動植物の検疫、農薬の問題といったことも含めて、農林水

産省としてできることは全部やっているつもりでございますし、また、食品は厚生省だからというだ

けではなくて、連絡をとり合いながら、いろいろな形で施策的にも進めているところでございます。

輸出の証明書の話につきましては、水産庁と厚生省と連絡をとりまして、また御説明させていただ

きたいと思います。

○藤原臨時委員 よろしくお願いいたします。

○田島分科会長 ありがとうございました。

ほかに、どうぞ。

○飛田臨時委員 私ども消費者の立場で出席させていただいておりますが、今も農水の課長さんたち

のお話などをお伺いしますと、御尽力いただいているということで、ありがたいことでございますけ

れども、この１年間を振り返りましたり最近のいろいろな法制度の改正等を考えました場合、今話題

、 。になっておりますこの問題を含めて 危機管理が大変重要になってきているような気がしております
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厚生労働省さんの管轄と農水省さんの管轄がうまく連携をしていただければ大変ありがたいわけです

が、例えば狂牛病の件にしましても、口蹄疫にしましても、あるいは昨日も大きな地震がございまし

たが、食品流通の問題や風水害等による作物その他への影響……。

それから、これは厚生労働省さんがＨＡＣＣＰの問題もあってなさったのですが、雪印の問題があ

りました。他の乳業メーカーでもございましたが、特に雪印の場合は停電がもとになって起こってお

りますね。今、規制緩和で電気・ガス等のエネルギー産業の相互乗り入れが起こりましたり、いろい

ろな意味での自由化が進められようとしておりまして、北海道で起こった雪印事件は規制緩和によっ

て変化しつつある状況をそのまま反映しているケースとは異なりますが、これから先、そういう状況

が起こり得るチャンスが増えてくるような気がするのです。したがいまして、こういうエネルギー供

給の問題もありますし、先ほど来の市場の諸設備の入れかえの場合にも、停電その他のトラブルが起

こったときの冷蔵ケースや冷凍ケース等の機能低下も同様の危険因子をはらんでいるのではないかと

思います。

それから、病原菌の問題なども、対人ではなくて動物対動物の畜産物の場合には農水省さんという

ことでございますけれども、私どもが店先でいろいろな物を買わせていただく場合には、最終的には

表示を拝見して購入することになります。先ほども卵のお話がございましたけれども、卵なども昨今

では大変ブランド化が進んでおりまして、その中でも、とてもよい水で育てたとか、あるいは抗菌性

の薬剤を使っていないとか、ホルモン剤は使っていないとか、あるいは飼料は遺伝子組換えのものを

使っていないとか、いろいろメリット表示が出てきているのですが、果たしてその裏づけがどうなっ

ているかということが私どもにはよくわからないのです。したがいまして、大変大きな背景にある危

機管理と、それから末端の私どもが購入する際の表示、その流れがうまくいっておりませんと、表示

は表示でひとり歩きし、現状を反映していなかったりする場合もあり得るのではないかという気がい

たします。

それから、供給量を確保することなども大変重要だろうと思います。その場合に、先ほど来のよう

な地場野菜等を流通業界の方が積極的に取り入れてくださっていることは、供給を身近なところで確

保するという上ではありがたいわけですけれども、食品の成分表などが改定されますと――昔の評価

と違って、旬のものはよいけれども、そうでない流通品は栄養成分がそれだけ少ないというふうな情

報がございます。また、今は輸入品の役割も大変大きいわけですが、輸入品が私どもに入ってくる場

合に、それでは輸入品はどうなのかという情報が私どもには入ってきていないのです。したがいまし

て、流通段階の変化、供給段階の変化にあわせた表示のあり方が必要だと思います。

ＪＡＳの改正などで表示が徐々に整備されつつありますけれども、それでは遺伝子組換えのものな
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どの表示がわかりやすいかというと、私たちにはよくわかりにくい。あるいは絵表示のようなマーク

。 、表示があった方がわかるのではないかということを消費者としては思うわけでございます そのほか

放射能の問題もありますし、あるいは環境化学物質などもありますけれども、そういう全般的な危機

管理に関して、そして消費者が購入する場合によりよい選択ができるように、安全性を含めた情報提

供という意味で対策をとっていただきたいと考えております。

話が広範に及んで恐縮でございますが、よろしくお願いいたします。

○田島分科会長 ありがとうございました。

畑江委員、御専門の立場から何か御発言はございましょうか。

○畑江臨時委員 私は 「最近の食品流通をめぐる現状について」の１ページを見たときに、百貨店、

が随分健闘しているなと思ったんです。私も消費者の一人なので、みんながスーパーで食料品を買う

のは当然かなと思ったんですが、百貨店が結構頑張っていて、生鮮魚介でも生鮮肉でも生鮮野菜でも

結構多いですね。多分スーパーの数よりも百貨店の数の方が少ないでしょうから、随分健闘している

じゃないのと思ったんです。

私は最近よく百貨店を利用するのですけれども、地下の食料品売場はすごく繁盛していて、値段も

決してスーパーに負けない。特に８時を過ぎるとうんと値段が安くなりますし、私なんか帰る時間が

ちょうど８時半あたりなので結構スーパーよりも安いものを買っているわけですが、これから先もス

ーパーと百貨店が競争するようになると、消費者としてとてもありがたいなと思っています。

○田島分科会長 ありがとうございました。

全部の委員の皆様に御発言をいただきたいのでありますが、本日は３時40分ごろに閉会という御案

内をいただいているものですから、御発言のなかった皆様は次回ぜひ御発言をちょうだいしたい。

ただ、いろいろお伺いしていて、食品流通のシステムだけではございませんが、この世の中のシス

テムは卵の上に乗っかっているのだなと。そのぐらい怖いなと。それだけに食品の自給率問題なども

真剣に考えなければいかんなという感じがいたしました。

食品流通にかかわる問題がたくさんあるわけですが、本日は当初与えられました卸売市場整備に関

わる諸問題と食品流通にかかる最近の情勢についてのフリートーキング、以上二つで閉めさせていた

だきますが、事務局の方から何か御発言はございますでしょうか。

その他

○岡島食料政策課長 まず、今後の総合食料分科会についてでございますが、次回は食品リサイクル
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。 、法の基本方針などにつきまして御審議いただきたいと思っております この基本方針につきましては

３月１日の当分科会において小委員会を設置するということをお決めいただきまして、３月22日に第

１回目の小委員会を開催したところでございます。小委員会でもう一回程度御検討していただいた上

で本分科会へ御報告し、御検討していただくという予定にしておりますが、現時点におきましては、

食品リサイクル法の施行の具体的な日程がまだ決まっておりません。日程が明らかになった段階で小

委員会を開催し、その上で分科会で御議論いただきたいと思っております。そういうことで、日程に

つきましては４月中・下旬あるいは５月上旬にかけまして、また御相談させていただきたいと思って

おります。

それから、前回の議事録についてですけれども、先日、案段階のものをそれぞれ委員の方々に郵送

させていただいておりますので、ごらんいただいた上で、訂正などがございましたら御連絡いただき

たいと思います。

以上でございます。

○北原審議官 本日は委員の方々におかれましては御審議をいただきまして、またフリートーキング

の時間帯では貴重な情報まで提供していただきまして、大変ありがとうございました。

閉会の前に、今日の分科会をもちまして３名の委員の方が退任されます。本日は欠席ではございま

すが、石坂委員、津田委員、馬場委員の３名の委員の方々が退任されますので、感謝の挨拶をさせて

いただきたいと思います。

３人の委員の方々には、これまで総合食料行政に対します貴重な御意見をいただきましたことに厚

く御礼を申し上げます。特に津田委員、馬場委員におかれましては、本日御答申をいただきました卸

売市場の基本方針等の検討に御参画をいただき、また一昨年の12月から１年４カ月にわたりまして、

馬場委員には卸売市場部会長として、また津田委員には審議会の委員として、ほぼ毎月の会合に御出

席をいただき、大変ありがとうございました。今後とも総合食料行政に御支援、御鞭撻をいただくこ

とをお願い申し上げまして、御礼の御挨拶とさせていただきます。

大変ありがとうございました。

○田島分科会長 ありがとうございました。

津田委員、馬場委員に対しましては、行政の御出身ということで、いろいろな問題に通用しておい

でになるものですから、私たち、非常に当てにさせていただきました。とりわけ「論点整理」の取り

まとめ、心から感謝をいたします。今回御退任ということでございますが、私も心から御礼を申し上

げ、また今後とも引き続きいろいろ御指導いただきますよう、お願い申し上げたいと思います。あり

がとうございました。
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それでは、以上をもちまして第２回総合食料分科会を閉会いたします。長時間、ありがとうござい

ました。

閉 会


